
議題２オフィス什器調査の結果について
調査期間 ５月１１日～６月１日（平日を除く）
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資料１



１ 調査目的
新庁舎のオフィスレイアウトを検討するにあたり，既存什器の

転用可否を判定するため。

２ 調査エリア
• 本庁舎旧館地下１階～５階

• 本庁舎新館地下１階～６階

• 本庁舎別館１階～４階

• 本庁舎多目的棟１階

• 保健センター（母子保健課に関連する箇所）
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３ 調査対象の什器・備品

・オフィス什器一式

デスク，椅子，収納（木製・鋼製），カウンター，テーブル，
更衣ロッカー等

・ＯＡ機器

PC（ノート，デスクトップ），複合機，コピー機， FAX ，プ
リンター，スキャナー等

・その他機器

冷蔵庫，電子レンジ，電気ポット，食器棚，古紙回収ボックス，
傘立て，ごみ箱等

※OA機器，家電は劣化度判定対象外。
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４ 劣化度判定

• A判定 転用可（問題なく使用できる）：新JIS規格什器

• B判定 転用を検討

（使用可能だがメンテナンスが必要）：旧JIS規格什器

• C判定 廃棄（使用が難しいもの）
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５ 調査結果（主な什器を掲載）

番号 什器名称

転用可否判定
（個数） 合計

（個数）
備考

A B C

１ デスク（片袖） 10 231 541 782 A判定のうち9台は議員控室のもの

２ デスク（両袖） 0 31 61 92

３
事務用回転椅子
（肘無し）

124 114 710 948
A判定の椅子のほとんどが職員個人のも
の

４
事務用回転椅子
（肘付き）

124 57 138 319

A判定のうち47脚は第1・2委員会室や議員
控室等議会関係のもの。
そのほか，A判定の椅子のほとんどが職員
個人のもの

５ 収納庫 232 430 519 1181

６
その他の什器・備品
(上記以外のもの)

2002 1230 2583 5815 ロッカー，カウンター，台車等

調査結果には職員個人の椅子等も含まれています。

5※デスク・収納庫のうち引き出しの取手が出っ張っているものは全てＣ判定 ※４本脚の椅子は全てＣ判定



６ 今後の方針

⑴ デスク（片袖・両袖）・事務用椅子

職員の執務環境改善の観点から全て新規で購入する。

⑵ 収納庫

B判定の収納庫は旧ＪＩＳ規格品であり，新ＪＩＳ規格品と比較して
収納量が劣り，よりスペースが必要となることから，A判定の収納庫は転
用し，足りない分は新規で購入する。

⑶ 来庁者が使用する什器

機能的で快適な環境にするため，新規で購入する。

⑷ その他の物品（カウンター，会議テーブル等）

関係部署と協議の上，可能な限り転用を図る。
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